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　博物館は、標本を収蔵し、展示するだけでなく、最新の分析技術
やビッグデータを研究に活用している。例えば、絶滅危惧種の古い標
本から取り出した遺伝情報を分析することにより絶滅要因を推定す
る他、過去の生息情報のデータベース化により生息可能な地域を推定
し、自然再生や気候変動に対する応答を研究することに応用されてい
る。こうした研究を支えるベースとなる博物館の役割として、研究活
動はもちろん、世界規模での生物多様性情報に関する基盤データベー
スの構築、地域の小さな博物館や市民、学校などを通じた資料の収
集と整備、観察会等を通じた市民科学者の育成や活躍の場や交流場
をつくることなど、幅広い活動によって維持されている。また、生物
多様性情報の分析を通じて、行政施策への援用事例も増えている。こ
のセミナーでは、兵庫県ローカルな例として、コウノトリの野生復帰
における自然再生事業の展開などを例として、博物館の情報活用や市
民参加の推進、展示や社会教育活動との連携について紹介します。 
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